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　京都市立東総合支援学校

令和元年度　前期学校評価の概要について

１　前期学校評価結果の概要

教職員　回答数115　  項目数34     　　　
　　34ある項目のうち，肯定的回答（「出来ている」と「だいたい出来ている」）が90％を超えているのが31項目，80％を超えているのが3項目となっており，全項目において肯定的回答が80％を超えていました。
　　否定的回答（「あまり出来ていない」と「出来ていない」）が10％以上の項目は，<2-2> 
<7-2> <8-1>の3項目でした。

保護者　回答数82　  項目数23
23ある項目のうち，肯定的回答が90％を超えているのが11項目，80％を超えているのが9項目，70％を超えているのが2項目となっていました。1項目が60％台でした。
　      肯定的回答が60％台，70％台だった項目は，<1-3> <1-10> <3-2>の3項目でした。否定的回答が10％以上だった項目は，<1-2> <1-3> <1-10> <5-2> <6-3>の5項目でした。

児童生徒　回答数42(中学部・高等部生徒)　　項目数15　　  
　15ある項目のうち，肯定的回答の割合が90％を超えているのが5項目，80％を超えているのが5項目，70％を超えているのが3項目，70％以下が2項目でした。
肯定的回答が70％以下の項目は，<5-1> <5-2>（44.7％）でした。この2項目は，「わからない」の回答が30％に近い割合でした。否定的回答の割合が10％以上だった項目は，<1-2>（12.8％），<2-1>（17.5％），<5-1>（20.5％），<5-2>（23.7％）の4項目でした。

２　30年度後期との比較

教職員　　　　
平成30年度後期も全項目において肯定的回答が80％を超えており，今年度前期も同じような結果になっていました。
否定的回答が10％以上の3項目について，平成30年度後期の結果と比較してみました。
「2-2　教材・教具や備品は整理整頓されている」        （30年度後期 7.1％➚13.2％）
「7-2　会議の精選と業務の効率化に取り組んでいる」    （30年度後期 6.3％➚13.5％）
「8-1　総合支援学校教育研究会や各種研修会に積極的に参加している」
（30年度後期22.9％➘19.5％）

保護者　　　
　否定的回答が10％以上だった5項目について,平成30年度後期の結果と比較してみました。
「1-2　子どもは，規則正しい生活を送っている」　　　  （30年度後期16.0％➘12.2％）
「1-3　子どもは，自分の思いを伝える力を身につけてきている」
（30年度後期14.7％➚19.5％）
「1-10 保護者として，参観・懇談・学習会などに積極的に参加している」
（30年度後期34.7％➘30.5％）
「6-3　子どもは，学習や行事を通して地域のいろいろな人と関わっている」
（30年度後期17.2％➘16.3％）
「5-2　進路についての情報や子どもの進路について，学校は適切に伝えている」
（30年度後期9.2％➚11.3％）

児童生徒　　　　
　否定的回答が10％以上だった4項目，「わからない」という回答の割合が高かった2項目について，平成30年度後期の結果と比較してみました。
「1-2 規則正しい生活を送っている」の否定的回答　 　 （30年度後期18.6％➘12.8％）
「2-1 校内や教室の掃除をしている」の否定的回答　  　（30年度後期  6.8％➚17.5％）
「5-1 卒業後の進路や生活について学習にとりくんだ」
否定的回答（30年度後期 6.8％➚20.5％）
「わからない」の回答（30年度後期18.2％➚28.2％）
「5-2 卒業後の進路や生活について，いろいろな人からアドバイスを聞くことがあった」
否定的回答（30年度後期11.1％➚23.7％）
「わからない」の回答（30年度後期17.8％➚31.6％）
３　考察　　　  
（1）  教職員の結果から
前期の教職員へのアンケート調査の結果から，教職員が本年度の学校経営の重点の各項目について概ね達成できていると意識していることがうかがえます。
  30年度は否定的回答が多かった「園や小・中学校，学部間の引継ぎ」については減少傾向にあります。年度末から年度初めにかけての移行期に，書面や関係者の対面による引継等をより確実に実践してきた成果の表れと思われます。
しかし，「会議の精選と業務の効率化」「教材・教具や備品の整理整頓」「研究会や各種研修会への積極的な参加」については，否定的回答が10％以上でした。
「会議の精選と業務の効率化」について・・・
業務の効率化は，教職員一人一人が意識している部分ですが，学校の閉鎖時間が早まり働く時間そのものは短縮しても，やるべきだと考えている業務が減らないので，業務が完了しないままの状況が続き，結果として効率化が進んでいないと感じていると考えられます。個人レベルで完結することについては優先度をつけて効率よく仕事をする工夫をするとともに，全体に関わることは会議の精選とともに，各部署からの意見を吸い上げつつ，プロジェクトの中で検討し，業務の削減，見直し等，実現可能な部分から取り組んでいくことが求められます。
「教材・教具や備品の整理整頓」について・・・
学習室や教室の教材・教具や備品が所定の場所でないところに置かれて状態が多いのではないかと考えられます。置く位置や収納する場所を決めて，常に決めたところに収めることが大切です。また，不要になった物を処分し，必要なものだけにして，限られた保管スペースの有効活用を図ることも大切であると考えます。何がどこにあるのかが，誰でもわかるようにしておけば，準備のための時間と手間も省けます。教材・教具や備品の整理整頓が業務の効率化にもつながると考えられます。
「研究会や各種研修会への積極的な参加」について・・・
30年度後期に比べると数字は改善しているものの（22.9％→19.5％）依然として高い数字となっています。「参加」はしているけれど，「積極的」かと問われるとそうでもないと考える面があると思われます。回数は少なくても，何かを学ぼうとする主体的な姿勢を持つことは大切なことです。総合支援学校の教員として，自分の専門性を高めることが児童生徒への指導支援に返っていくということを認識し，自己研鑽に励むことが求められます。そのためにも，働き方改革の取組とも連動しながら，研修のために時間を使える環境を整えることも大切であると考えます。

（2） 保護者の結果から
保護者へのアンケート調査の結果から，学校経営重点の各項目については概ね達成できていると保護者が認識されていることがうかがえました。同時に，肯定的回答が70％台・60％台で，かつ否定的回答が10％以上の2項目については，改善の取組が必要であると考えています。
「自分の思いを伝える力を身につける」について・・・
自分の思いを伝える力を身につけるための取組は，目標や評価を保護者と共有しながら，実践しています。その結果に保護者が物足りなさを感じているならば，日々の実践が児童生徒に有効なものになっているかを見直す必要があります。個々の教員で見直すだけでなく，学年学部の教員，他部署の教員，時には外部専門家や外部の関係機関と協働・連携するなど，チームとして取り組むことが，よりよい実践につながると考えます。そして，取組の中で見えてきた小さな成果を保護者や児童生徒と共有することが大切であると考えます。 
　「参観・懇談・学習会などへの積極的な参加」について・・・
[bookmark: _GoBack]平成29年度から引き続き否定的回答が高くなっています。「参加している」が「積極的ではない」と考えて否定的回答にしている保護者がいることも考えられます。家庭の状況により参加しにくいという状況も考えられます。今後も授業の充実を図るとともに，学校の様子等を様々な方法で発信し，保護者の関心を高め，参加を促していくことが必要であると考えています。
　
（3） 児童生徒の結果から
高等部・中学部生徒へのアンケート調査の結果から，生徒が日々の学習や生活，友だちとの関係において，概ね達成感や満足感を感じていることがうかがえます。しかし，肯定的回答が80％以下で，かつ否定的回答が10％以上の項目については，改善の余地があると考えています。
「規則正しい生活を送る」について・・・
30年度後期に引き続き否定的回答が高く，保護者の回答でも高い割合になっています。健康にかかわる大切なことなので，規則正しい生活を送ることの大切さを生徒に伝える取組を粘り強く行うとともに，合わせて家庭への働きかけを行い保護者とも連携しながら取り組むことが大切だと考えます。
「校内や教室の掃除」について
否定的回答が大幅に増えています。教職員は日常的に校内や教室の美化に取り組んでいるという回答が90％を超えています。教職員が児童生徒のモデルになり，率先して掃除することが大切です。授業における後片付け，清掃を児童生徒が最後までやりきることをはじめ，整理整頓・掃除の大切さを児童生徒が理解できるよう働きかけることを継続的に行い，日常的に掃除が生活の一部になるような学校生活を児童生徒が送るようにすることが大切であると考えます。
「卒業後の進路や生活」について・・・
「卒業後の進路や生活」に関する2項目は，どちらも否定的回答が20％以上，「わからない」が30％前後となっていました。前年度の前期も同様でした。生徒の進路に関する意識を高める指導については，今後も継続的に取り組む計画があるので，後期は肯定的回答が増えていくと考えています。進路については，全教職員が意識を持つことが大切です。進路担当だけでなく，一人一人が児童生徒の姿をしっかり把握し，進路に関する情報収集，児童生徒への指導支援，保護者への情報提供を主体的に行うことが大切であると考えます

４　まとめ　　　
今回の学校評価アンケートの結果，学校経営の重点の各項目について概ね達成できていると考えられますが，あがってきた課題については教職員，保護者間での情報共有を図りながら学校運営協議会とも連携・協力して課題の解決・改善に向けた取組を引き続き進めていきたいと考えています。
昨年度は課題にあがっていた「園や小中学校，学部や学年間の引継ぎ」「規則正しい生活」についても，否定的回答が少なくなっています。昨年度から課題であったことが，改善されている部分があるとうかがわれます。改善された項目については，これで満足することなく，引き続き丁寧に取り組んでいきたいと考えています。
「思いを伝える力」については，その結果から教職員は児童生徒が思いを伝える力をつけてきていると感じ，保護者は物足りなさを感じている様子がうかがえます。この項目のように，教職員と保護者の回答にギャップがある項目については，そのギャップについてしっかりと受け止め，今一度取組について見つめなおすことが必要であると考えられます。
その他の課題となっている項目については，それぞれ考察の部分で述べていますが，本校の取り組んだこと，取り組んでいること，その成果等について，児童生徒の姿を通して，保護者を含めた外部にしっかりと伝えていくことが大切であると考えています。ホームページでの発信を積極的にするなど取り組んでいるところですが，学校・学年だより，連絡帳，その他あらゆる手段も活用して発信いきたいと考えています。



＜学校運営協議会での意見＞
・アンケート項目によっては，保護者が答えにくいものもある。分かりやすい質問項目，内容になるよう，検討をしたらよい。
・何のために評価をしているのかの振返りが必要である。学校が何をしたいのかが大事。学校の目指していることを保護者，児童生徒と共有すること。
・児童生徒の変容は見えにくい部分がある。見えないところを第三者に見えるようにする仕掛けが大事である。
・ホームページや学校だよりに，子どもの声等を載せるといいのでは。
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